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1. はじめに 
近年,豪雨や地震などの自然災害が頻発する中,防災重点農業用ため池に係る防災工事等を集中的

かつ計画的に推進することを目的としたため池特措法等に基づき,ため池改修工事が実施されてい

る.こうした中,国営土地改良事業等の工事においては施工管理の効率化・高度化を目的として,3 次

元測量技術の導入に向けた試みが行われている 1).本報告では,ため池堤体改修工事において ICT 施

工の一環として導入できる 3 次元測量技術の活用事例を紹介し,施工管理の省力化・施工の見える

化への効果,ならびに現場運用上の課題と今後の展望について報告する. 
 

2. 3次元測量技術 

3 次元測量技術について,ここではため池改

修工事における適用性を考慮しなが Table 1 に

示すような各種方法を選択した.ドローン搭載

型の技術については写真測量だけではなくレ

ーザ計測技術についても検討した.またレーザ

計測技術について,ドローン搭載型の比較検証

という観点から地上設置型レーザ計測を行う

とともに,機動性に優れたハンドヘルド型のレ

ーザを採用した.水中部については,現在,港湾

や海洋の調査やダム等でも適用される水中底

部の 3 次元形状を調査する技術であるナロー

マルチビーム計測の適用を行うとともに,水中

も透過するグリーンレーザを用いたレーザ計

測技術であるドローン搭載型グリーンレーザによる計測の検討を行った. 
計測対象としては農研機構農村工学研究部門内にある試験ため池施設および改修工事を実施し

たため池２カ所を含む３カ所のため池で実証試験を行った 2).本報ではその一部の結果を紹介する. 
 

3. 計測結果 

 ここでは調査結果の一部を Fig.1 に示した.ため池では堤体が樹木下にある場合があり,その際に

はドローンの光学的な撮影画像による方法では,定量的な計測が困難となる場合があるが,レーザが

樹木を透過した結果,良好な形状把握ができていることがわかる.水中部における調査結果を Fig.2
に示した.透明度が低い場合にグリーンレーザの透過能に限界があるため,ため池中央付近の深部の

計測はできないが,ナローマルチビーム等ソナーセンサによる計測との併用により,水中深部や池敷

付近,樹木下の堤体も含めた貯水池全体の 3 次元形状を包括的に把握できる. 
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Table 1 検討した各種 3 次元測量手法について 
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 Fig.1 UAV レーザ測量結果 

  
Fig.2 UAV 搭載グリーンレーザとナローマルチビーム深浅測量結果と統合した 3 次元計測結果 

 

4. まとめと今後の取り組み 

UAV レーザ測量は樹木を含む広範囲の地形計測を効率的に行うことできることから,3 次元デー

タ活用・情報化施工の観点からは,ため池改修工事に先立つ計画平面図・施工図の効率的な作成に有

効と考えられる.一方で,堤体形状やコンクリート構造物の形状把握にも有効な精度を有することか

ら,出来形の評価確認への適用も考えられる.今後,ため池改修工事における３次元測量技術の活用に

向けた総合的な提案のために各種手法に関する総合的な評価,検証を行う. 
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